
部
 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 

男 	25,538人 

女 	27,130人 

世 帯 数 	14,428 

（昭和54年 7月1日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 ロ 

52,668人 

よD、わう 

〔毎月2回‘ 1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

451号 

昭和54年 7 月15日 

印 刷 西 北 印 刷 ③
 

ごみ・し尿に関心を 

小・中学生が見学 

なぜすてる それが 自然をこわすもと 

児童・生徒による 「住みよい環境づくりのための衛

生施設見学会」 が、 7日4 日か‘4 日間、市内17の小、 

中学校から418人が参加して行われました。 

初日は、田川小、三好中など4 校、113人、それに

主婦も参加して実施、燃えるごみの処理施設、中央高

瀬衛生センターをはじめ広田団地汚水処理場、野里不 

燃物埋立地を見学したものです。 

高瀬衛生センターでは、寺田市長が、「住みよい環境

をつくるため市民一人一人が、ごみやし尿にもっと関

心を持とう一」 とあいさつ、ごみ焼却炉やし尿処理の

内部施設を見て回り、熱心にメモをとっていました。 

（写真一中央高瀬衛生センターで） 
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⑥
名
簿
縦
覧
期
間
 

〇
年
 
齢
 
要
 
件
 

⑥
登
録
の
移
替
え
 

＠
投
 
票
 
時
 
間

＠
開
 

票
 
所
 

⑥
住
 
所
 
要
 
件
 、ら

 

⑥
郵
便
投
票
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
早
め
に
い
た
し
ま
 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月
三
十
日
任
期
満
了
と
な

る
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
期
日
を
九
月
二
日
と
決
定
し

ま
し
た
。
 

⑥
投
票
所
入
場
券
 
当
市
舗

『
場
合は
、
配
布
い
た
し
ま
せ
 

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
日
ま
で
に
当

市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
（
ま
た
は

転
入
届
出
）
引
き
続
き
居
住
し
て
い

る
方
 

昭
和
三
十
四
年
九
月
三
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
 

昭
和
五
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
同
年

九
月
二
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
さ
れ

た
方
は
従
前
の
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
四
年
八
月
十
九
日
か
ら
同

年
八
月
二
十
二
日
ま
で
の
四
日
間

午
前
七
時
か
ら
午
時
六
時
ま
で

市
民
体
育
館
 
午
後
七
時
三
十
分
か
 

電言“嚇碑王~ 竺 ーー マv ー咋“山鼻‘・““鼻二““』 

夏の交通安全運動始まる 

ことしも「夏の交通安全運動」 が 7月21日か

ら30日までの10日間行われます。 

この運動は、夏休み中の子供の交通事故防止、 

サ折者及び自転車利用者の交通事故防止、過労

運転による交通事故防止、飲酒・暴走及び無免

許等無謀運転による交通事故防止、ヘルメット 

・シートベルト着用の推進を重点目標としでい

ます。 

（第 3 種郵便物認可） 広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）7月15日（451号）② 

．、、．こ．＝・ 

投票日は 
9月 2 日 

．’ 、’ノノ“ ●二 

し
ょ
・つ
。
 

⑥
選
挙
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
選
挙
管

理
委
員
会
（

曹
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
三
二
七
ー
三
一
一

九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 . 

zつシ二りタmm“カク7zクmmWmw 

正
し

い
投
票
 
明
る
い

未
来
 ン：・：・：心・×・：に弓 

’でこ豊で密w凪“ 

：・二・弾繊讃ミ：g 

曹 

I 

市交通事故防止対策本部“（本部長 寺田秋夫五所川

原市長）では、各団体の協力を得て、夏の交通安全運

動の始まる 7月20日「五所川原市交通事故防止市民大

会」 を開催します。 

当日は、青森県警察本部音楽隊も参加して正午から 

500人による交通安全パレードが行れます。パレードは、 

交通事故防止市民大会 

正午市庁舎前を出発、寺町、大町、布屋町、本町のコ 

ーズで回わります。 

午後1時から、市民文化会館ホールで「交通事故防

血有民大会」 が行われます。大会終了後、ァトラクシ

ョンとして県警察音楽隊による「準会」、交通安全協

会、各支部の代表による歌謡・民謡、その他特別参加

者による芸能も予定されております。 

市民のみなさんの多数の参加をお願いします。 

やってるかい 

ー度止まって 右左 
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〈選挙法ひと〈ちメモ〉 

政治家や候補者などが 

お中元や寄付など金品を贈る 

ことはルール違反です。 

政治家や候補者などに 

お祭りの寄付など金品を求め 

ることも禁じられています。 

~ 

政治家や候補者などから 

祝儀やせん別など金品を受け 

とってはいけません。 

一贈らない・求めない・受けと・らない一 

選挙の時にかぎらず、日ごろからみんなで 

「きれいな選挙」も心がけましょう。 

，“誹稀雄譲 

, 

I 

お

気

軽

に
ど

う
ぞ
 

、
×

，
曹
曹」
驚
鵬
鵬

翼
糞
曹
 

交
通
安
全
法
規
講
習
会
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
五
日

（
水
｝

J午
後
七
時
 

か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ロ
講
師
 
五
所
川
原
警
察
署
 
瀬
川
清
悦
交
 

通
課
長
 

ロ
主
催
 
工
与
所川
原
交
通
安
全
協
会
五
所
川
 

原
支
部
、
五
所
川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
 

当
日
は
、
交
通
安
全
に
関
す
る
映
写
会
も
あ
 

り
ま
す
。
 

③（第 3 種郵便物認可） 
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雌覇碑 譲鵬雄雄線“番寿繊畔麟線嚇緋轟叫、 
, 

子どもと老人の交通事故防止 

最近、子どものとび出しと老人の車の直前横断によ

る交通事故が非常に多くなっております。 

とくに、老人の交通死亡事故が急増し、 7月 4日現

在、県下で13人にのぼり、全死者の 3割近くを占めて

おり、昨年同期に比べ 2倍の増加となっております。 

しかも、11人までが横断中の事故で、このうち 6人

までが直前横断による死亡事故です。死者にも違反し

ているケースが多く、ことしの死亡事故の大きな特徴

となっております。 

例年、子どもの夏休み中の交通事故が多いので、各

家庭においても十分注意して下さい。また運転者も歩

行者も交通ルールを正しく守り、交通事故防止につと

めていただきたいと思います。 

こ子どもと老人を交通事故から守りましょうミ 

選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
政
治
に
反

映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
一

票
は
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
力
意
思
表
示
）
 

で
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
 

わ
た
し
た
ち
は
冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
「
票
が
正
し
く
政
治
に
生

か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
選
挙
は
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 



子
ど

も
会
 

ジ
ュ

ニ
ア

・
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
 

五
所
川
原
市
子
ど
も
会
育
成

団
体
連
合
会

で
は
、
次
の
日
程

で
 
「ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
を
開

き
ま
す
。
 

多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七

月
二
十

一
日
 

（土
）
ー
二
十
三
日

（月
）
ま

で
の
二
泊
三
日
 

ロ
と
こ
ろ
 
楚
珠
・
少
年
自

然
の
家
 

ロ
会
費
 
三
千

五
百
円
 

ロ
服
装
 
運
動

の
で
き
る
服

装
 ロ

申
込
み
先
 
市
中
央
公
民

館
（
云
⑤
二
三
五
二
番
）
 
 

持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十

日
（
土
）
、一
一十
二
日
（
日
）
 

の
一
泊
二
日
。
 

（
一
一
十一
日
午
後
三
時
、
 

市
庁
舎
前
出
発
、
二
十
一
一

日
午
前
十

一
時
出
発
・
解

散
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
岩
木
町

・

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
 

ー
キ
ャ
ン
プ
場
 

ロ
参
加
対
象
 
小
・
中

学
生

（
親
子
と
も
男
女
の
 

算線4晩齢申，,, 

同 

第 4 回市民親子キャンプ 

15時30分 ェンディング 

16時00分 解散 

	

口作品募集 0作文 	テーマは子ども会活動に関連し 

たもの。 

	

0習字 	 中．高般生 

「子どもの祭典」を開催 
五所川原市子ども会育成団体連合会では、国際児童年を記 

念し、次の日程で「子どもの祭典」 を開催します。 

多数の参加をお待ちしております。 

ロと き 8 月S日（金） 

ロところ 市民文化会館・お祭り広場 

ロ日 程 8時30分轟合 お祭り広場 

9時00分零開会式 

9時30分 パレード 市内一円 

10時30分 各サークル紹介 市民文化会館 

12時30分 昼食 

13時30分 子どもの国に分散 

(Se) 

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）7月15日（ 451号）④ （第 3 種郵便物認可） 

元
一
双な

子
ど
も
 

子
ど
も

ま
つ
り
 

裏跡加嚇鵬ー畑，ー叫一雷弾電醐叫，畔細師＃誠癌瞬畔卿壷，醐唖撃競“亭“畔‘ 

n図画 

口申込み締切り 7 月25日 

口申込み先及びお問合せ 市中央公民館（nK)2352番） 

公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

別
を
問
い
ま
せ
ん
。）
 

ロ
行
事
内
容
 
キ
ャ

ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
各
種
競

技
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ほ
か

ロ
費
用
 
親
子
で
二
干

円
。
 

ロ
交
通
 
バ

ス
を
用
意

し
ま
す
。
 
（
自家
用
車
も

可
。）
 

ロ
申
込
み
等
間
い
合
せ

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

（
云
⑤
四
〇
四
九
番
）
へ
 

伸
び
よ
う
わ
が
町

世
界
の
子
ど
も
 

小1 -3年 小4 -6 年 

~eお響鵬舞灘響離軸~卿盤簿~~誹叫鵬 

市
制
施
行

2
5周
年
記

念
 

ロ
と
き
 
八
月
二
十
六
日
  

ロ
申
込
み
 
片
道
は
が

き

（
日
）
 
開
場
午
前
十

一
時
、
 
 

に
歌
う
曲
名
を
記
入
の
こ
と
。
 

開
演
十
二
時
十
五
分
 

（楽
譜
を
必
ず

一
枚
持
参
の
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
  

こ
と
。）
 

ロ
ゲ
ス
 

k・
 

角
川
博
、
 

研
ナ
オ
コ
 

N
H
K
 

の
ど
自
慢
 

ロ
申
込

み
先
 

い
ず
れ
 

も
、
青
森
 

観
覧

希
望
 

市
栄
町

一
ー
一
〇
ー
一
三
（
郵

ロ
締
切
り
 
八

月
十

一
日
  

便
番
号
〇
三
〇
）
、

N
H
K
 

ロ
申
込
み
 
往
復
は
が
き
  

青
森
放
送
局
N
H
K
の
ど
自
 

で
 

慢
係
（
廿
〇

一
七
七
⑩
ひ
一
 

出

場
希

望
 

一
一
番
）
へ
 

ロ
締
切
り
 
八
月
十

一
日
 

鼻
●
事
童
畿
，
‘
童
轟
曇
薫
嘗
灘
毒
事
事
ま首
，
,
,
，
曽
，,
，
喜，
昌
．
‘
,
,
 

、
曹
g賢
奪毒
‘
・
繊
麟

曹
電
奮
義
曹
曇
曹
舞
雲
議
曹
糞
舞
舞
書鶴嚇
言
，曹
…
 
・
餌
，
，膏膏×
 

賢

い
消
費
者
と
な
る
た
め
 

と
な
る
た
め
に
」
 

に
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、
 

ロ
研
修
内
容
 

市
内
の
婦
人
学
級
生
及
び

一
 

爪
山）
講話
 
「
賢

い
消
費
者

般
婦
人
を
対
象
に
次
の

日
程
 

と
な
る
た
め
に
」
県
消
費
生

で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 
活
セ
ン
タ
ー
主
任
山
崎
喜
三

多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

郎
氏
 

参
加
希
望
者
は
、

市
教
育
 
「

最
近
（
吻敵
情
相
談
状
況
 

鑓
難

賢
い
消
費
者
と
な
る
た
め
に
鵬
球
 

」縄

一
 
研

修
会
へ
と
う
そ
轟
譲
 

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ほ
氏
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十
五
日
 

②
商
品

テ
ス
ト
 

（
水
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
 

食
品
添
加
物
、
鮮
度
の
見
 

三
時
 

方
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文

化
会
，
 

③
映
画
 

」
一館
 

ロ
参
加
料
 
無
料
 

ロ
テ
ー
マ
「賢
い
消
費者
 

昼
食を
持
参
して
霧
い
v一

 

【
 



、
 

ロ
相
談
内
容
 

養
護
、
し
体
不
自
由
、
言
語

ノ
 
障
害
、
精
神
薄
弱
、
教
護
、
長

欠

・
不
就
学
、
し
つ
け
相
談
な

ど
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
旧
（
金
）
 

午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
 

「巡
回
児
童

相
談
所

」
開
設
 

お
気
軽
に
ど

う
ぞ
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ご
利
用
下
さ
い
。
 

伊
藤
正
規
画
伯
後
援
会
で
は
、
 

次
の
日
程
で
第
二
回
「
市
民
絵
 

画
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七

月
一
一
十四
日
 

「市
民
絵
画
教
室
」
開
催
 

（
火
）
ー
二
十
六
日

（
木
）
ま

で
の
三
日
間
。
 
（
毎
日
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
一
一

階
 ロ

対
象
 
中
、
高
校
生
及
び

一
般
 

ロ
受
講
料
 
無
料
。

た
だ
し
、
 

用
具
等
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
 

五
所
川
原
夏
ま

つ
り
 

ま
つ
り
期
間
 
こ

み
は
朝
七
時
ま
で
 

市
で
は
、
夏
ま
つ
り
期
間
中

の
う
あ
 

繰
り
上
げ

て
行
い
ま
す
の
で
、
所
定
の

八
月
四
日
（
土
）
、

六
日
（
月
）
、
七
 

集
積
場
所

へ
ば
朝
七
時
ま
で
出
し

て
下

日
（
火
）
の
三
日
間
、
ご
み
の
収
集
を
 

さ
い
。
 

昭和54年（1979年）7月15日（451号） 

い
。
 

ロ
講
義
と
実
作
指
導
 

洋
画
、
水
彩
画
、
素
描
等
 

ロ
講
師
 
伊
藤
正
規
画
伯
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
 

会
社
会
教
育
課
（
廿
④
三

一
九
 

一
一
番）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 

七
月
二
十

一
日
 

事 

広報ごしょがわら 

一
丁
 

ノ
j
'
 

つ
 

ま
 

夏 

⑤ （第 3種郵便物認可） 

八
月
は
、
身
元
不
明
死
者
の

身
元
を
さ
が
す
月
間
で
す
。
 

昭
和
三
十
八
年
か
ら
今
年
五

月
末
ま
で
、
家
出
人
で
所
在
不

明
の
人
は
、
全
国
で
九
万
四
百

七
十
六
人
、
青
森
県
で
八
百
五

十
三
人
、
 五
所

川
原
署
管
内
 

（
「
田
町
を
含
む
）
で
二
十
六

人

（男
十
二
人
、
女
十
四
人
）
 

も
あ
り
ま
す
。
 

月 	日 時 間 行 	事 場 	所 

8 月 3 日 

（金） 

午後 5時 

午後 6時 

三道演武大会 

太 鼓 ま っ り 

お
 
祭
 
広
 
場
 

り
 
ク
 

 

8 月 4 日 

（土） 

午前10時 

午前11時 

午後 1時 

午後 6 時 

午後 7 時 

げ ん と 忌 

自衛隊音楽隊市内行進 

演奏 会 

青年会議所‘青年団協議会 

虫お く り火まっ り 

花 火 大 会 

フラワーセンター音楽碑前

市 内 一 円

市民文化会館 

岩 木 川 河 畔 

ク 

8 月 5日 

（日） 

午前 9 時 

午前 9 時 

午後 6 時 

午後 7時 

虫 お く 	り 

第 2回東北中学校柔道大会 

本町神明宮前夜祭 

ね ぷ た 運 行 

市 内 一 円

市 民 体 育 館

青銀構内仮宮

市 内 一 円 

8 月 6 日 

（月） 

午前10時 

午前10時 

午前10時 

午後 7時 

本町神明宮例祭 

西北五銃剣道大会 

西北五民俗芸能大会 

ね ぷ た 運 行 

青銀構内仮宮

お 祭 り 広 場

市民文化会館

市 内 一 円 

8 月 7 日 

（火ノ 

午前 8 時 

午前 9 日寺 
30分 

午前 9 時 
30分 

東 北 馬 力 大 会 

ね ぷ た 運 行 

市内小学校，ー‘」“， 

西」i郵￥長相撲大会 

北斗 グラウンド

市 内 一 円 

岩 木 川 河 畔 
相 	撲 	場 

身
元
不
明
死
者
の
身
元
確
認
に
協
力
で
 

ま
た
、
身
元
不
明
の
ま
ま
埋

葬
さ
れ
て
い
る
人
は
、
全
国
で

二
万
六
千
五
百
六
十
二
体
、
青

森
県
で
三
百
二
体
、
五
所
川
原

署
管
内
で
三
体
（
男
）
と
4
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
人
達
の
身
元
を
さ

が
す
運
動
と
し
て
、
五
所
川
原

警
察
署
と
鶴
田
派
出
所
に
相
談

所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
 

の
相
談
に
応
ピ
て
身
元
の
確
認

に
つ
と
め
ま
す
。
 

家
出
を
し
、
長
く
所
在
不
明

の
方
、
あ
る
い
は
出
稼
ぎ
な
ど

で
消
息
が
な
く
、
安
否
を
気
づ

か
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
遠
慮

な
く
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
o
 

写
真

・
資
料
等
を
取
り
揃
え

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
 



※生まれ月と基準日の関係 

生 ま れ 月 に よ る 区 分 基 	準 	日 

大正 8年 7月 3日～大正 9年 1月 1日生まれ 昭和49年 7 月 1日 

大正 9年 1月 2 日～昭和11年 1月 1日生まれ 昭和50年 1月 1日 

昭和11年 1月 2 日～昭和12年 1月 1日生まれ 昭和51年 1月 1日 

昭和12年 1月 2 日～昭和13年 1月 1日生まれ 昭和52年1月 1日 

昭和13年 1月 2 日～昭和14年 1月 1日生まれ 昭和53年 1月 1日 

昭和14年 1月 2 日～昭和15年 1月 1日生まれ 昭和54年 1月 1日 

岩
木
川
河
川
公
園
 

造
成
が

す
す
む
 

岩
木
川
河
道
整
備
後
の
敷
地
 

会
社
会
教
育
課
（

骨
④
三
一
九
 

を
利
用
し
た
「
河
川
公
園
」
が
 

一
一番
）
 

ニ
十

歳
に
な
っ

た
 

国
民
年
金
 

農
業
者
年
金
 

後
継
者

の
加
入
救
 

一
」と
し

い
 

将
来
、
農
業
経
営
主
と
な
る

農
業
後
継
者
で
あ
り
な
が
ら
、
 

農
業
者
年
金
の
加
入
時
期
を
の

が
し
加
入
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
 

い
ま
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
加
入
時
期
を
の
が

し
た
後
継
者
に
と
っ
て
、
二
度

と
期
待
で
き
な
い
チ
ャ

ン
ス
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
加
入
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。
 

ロ
救
済
の
対
象
者
 

（加
入

の
申
出
が
で
き
る
方
）
 

(
m〉大
正
八
年
七
月
三
日
か
ら

昭
和
十
五
年
一
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
。
 

②
別
表
に
示
し
た
生
ま
れ
月

の
区
分
に
応
じ
た
基
準
日
に
、
 

親
が
五
十
J
以
上
の
農
業
経
営

主
で
あ
る
こ
と
。
 

③
）
山
）
の
経
営
主
の
直
系
卑
属

で
あ
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
親
が
後
継
者
に
農

地
を
譲
ら
な
い
で
、
農
業
経
営

を
廃
止
し
て
い
る
場
合
は
、
救

済
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
本
人
（
後
継
者
）
が

加
入
を
申
し
出
る
日
に
、
後
継

者
で
あ
る
場
合

に
は
、
親
か
ら

後
継
者
の
指
定
を
う
け
て
い
る

こ
と
。
 

す
で
に
経
営
主
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
親
が
基
準
日
に
持

っ
て
い
た
農
地
等

の
過
半
を
譲

り
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

済
 

っ
ぱ

い
で

す
 

ロ
救
済
の
対
象
か
ら
除
か
れ
 

る
方
 

①
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
 

と
な
っ
て
い
る
方
 

②
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
 

を
得
て
い
る
方
 

“
 

③
現
行
法
で

い
っ
て
も
受
給

資
格
が
得
ら
れ
る
方
‘
 

④
任
意
脱
退
し
た
方
 

ロ
加
入
の
手
続
き
 

該
当
す
る
方
は
、
こ
と
し
七

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
六
カ
月

間
に
申
し
出
れ
ば
、
救
済
の
適

用
が
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

納
め
る
保
険
料
は
、
別
表
の

基
準
日
か
ら
申
し
出
る
日
の
前

月
ま
で
、
月
額
三
千
六
百
円
で

す
。
手
続
き
は
、
農
協
の
窓
ロ

で
し
て
下
さ
い
。
 

日
本
の
国
民
は
、
 
，十
歳
に

な
っ
た
日
か
ら
成
人

と
し
て
の

権
利
が
得
ら
れ
、
同
時
に
義
務

も
課
せ
ら
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

国
民
年
金
に
は
、
厚
生
年
金

な
ど
ほ
か
の
公
的
な
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
二
十
歳
か
ら
五

十
九
歳
ま
で
の
人
が
す
べ
て
入

ら
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
 

、
り
 

に
加
入
を
 

年
金
の
話
な
ど
遠
い
将
来
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
国
民
年
金
は
老
後
の

こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
事

故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
 一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
 

遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
さ

ま
ぎ
ま
な
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
ガ
 
 

年
次
計
画
で
造
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

本
年
度
は
、
昨
年
河
道
整
備

し
た
藻
川
地
区
の
河
川
公
園
の

造
成
に
着
手

し
、
八
月
中
旬
か

ら
田
川
地
区
の
河
道
整
備
事
業

に
入
り
、
来
年
度
か
ら
の
公
園

敷
地
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
 

近
世
古
文
書
解
読

講
習
会
開
く
 

‘
ロ
と
き
 
七月
二
十
二
日
 

（
日
）
午
前
九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

口
定
員
 
五
十
人
 

ロ
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
 

口
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
 

厚
生
年
金
を
や
め
た
方
は
、
 

国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
と
、
 

厚
生
年
金
を
貰
え
な
い
人
も
あ

り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
は
う
。
 

詳
し
く
は
、
市
社
会
課
国
民

年
金
係
（
●
⑤
二

一
一
一
番

・

内
線
二
六
六

・
二
六
七
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

忘
れ
た
ら
大
変
グ
 

国

民
年
金
の
保
険
料
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

う
納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
も
う
一
度
お
調

べ

下
さ
い
。
 

鶴
谷
さ
ん
に
感
謝
状
 

市
立
図
書
館
副
主
斡
鶴
谷
廉

之
助
さ
ん
廿
写
真
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

長
（
佐
藤
賓
一
等
海
佐
）
か
ら

感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

鶴
谷
さ
ん
は
、
自
衛
官
の
募

集
事
務
に
携
っ
て
い
た
五
＋
一
一

年
四
月
か
ら
西
北
五
地
区
の
自

衛
官
の
募
集
事
務
に
功
績
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。
 

五
十
四
年
度
の
一
期
分
は
、
 

納
期
が
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
す

ぐ
に
納
め
て
下
さ
い
。
七
月
中

に
納
め
れ
ば
間

に
あ
い
ま
す
。
 

期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め

ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ
っ
た
場

合
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
 

遺
児
年
金
な
ど
各
種
の
年
今
嵩
」
 

受
け
ら
れ
な
い
し
、
将
来
、
老

齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
間

に
あ
い
ま

せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
、
必
ず

期
限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

ご
存
知
で
す
か
“
 

保
検
斜
の
免

除
制
度
 

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
す

と
各
種
の
年
金
は
受

け
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
将
来
、
老
齢
年
金
も

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る

こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
な
い
で
、

さ
っ
そ
く
、
印

鑑
、
納
付
書
等
を
持
参

の
う
え

市
社
会
課
国
民
年
金
係

へ
お
い

で
下
さ
い
。
 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）7 月15日（ 451号）⑥ 

あなたのポケットにー冊 
‘にコ I一 ,ー ‘＝ 販売250円 
り〒ミ 上七 ゴー り衣 お申込みは 7 月31日まで 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをトコトン追求し 

た日記式手帳の決定版．ク 

ロ申込み先 市総務課企画室（廿⑤2 1 1 1番・内線319番） 

ミ新型がたいへん好評ですこ 

,
 



筆
 

募 集 

勤労青少年ホームの 

利用者交流会 

東北ジャンボI)一大会 

ロと き 8ふ4 日（土） 

5日（日） 

ロところ 田沢湖青少年ス

ポーツセンター（秋田県） 

ロ対象者 勤労青少年 

勤労青少年の健康増進

と相互の交流を促進し、健

全な育成を図って職業生

活の充実を目的とします。 

詳しくは勤労青少年ホーム 

(e（④）3602番）へお問い合

わせドさし、。 

ク 

ク
 

山口誓子全集 山口 誓子 

新古今和歌集全評釈 
久保田 淳 

昭和菖葉集 	野間 省一 

西洋交際始末 深田 祐介 

（児 童 書） 

ことばのえほんシリーズ 
ユーキ出版 

子どもに読んで聞かせる話 
フレーベル館 

どうわの森のおくりもの 
理 論 社 

川崎大治シリーズ 童 心 社 

日本の民話 	あかね書房 

たのしい鑑賞 

日本の詩 	小峰書店 

山田 太一 

黒岩 重吾 

松田 解子 

世界伝記えぶんこ 
あすなろ書房 

世界の名作童話シリーズ 
佑 学 社 

ゆうもあえほん 童 心 社 

沿線地図 

騎りある座席 

回想の森・ 

フレーベル科学えほん 
フレーベル館 

グリム童話全集 小 学 館 

子どもランド 	文研出版 

若い人の絵本 ・ ク 

ノンフィクション・ブックス 

遊べない子は育たない 
佐野 豪 

お母さんと女教師 永畑 道子 

く新 着 図 書） 
市 立 図 書 館 

生命のエネルギー 
プーズナー・L 

気象の伊辺 	根本 順吉 

(2．歴 	史） 

義人小野忠造の生涯 
船水 清 

東北の歴史 豊田 武 

オリザニンの発見 斎藤 賓正 

人物現代史 	講 談 社 

女性特派員ノート 矢島 翠 

緒方洪庵伝 	緒方 富雄 

(3．社会科学） 

食卓の文化誌 石毛 直道 

こめと日本人 	樋口 清之 

大自然,It学史 	安田徳太郎 

(9．文 	学） 

血族 	 山口 瞳 

私たちは日曜作家 内山みち子

四十年折々の記 市田 正治 

弾部隊戦記 

(4‘自然科学） 

日本鳥類大図鑑 清棲 保之 

生態学とは何か オーエン．F .D 

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）7月15日て451号） ⑦ （第 3種郵便物認可） 

2
6・
2
7日
の
両
日
、
水
道
本
管
の
清
掃
 

濁
り

水
等

に
、一」
注
意
 
戸
 

お
し
め
五
十
枚
寄
贈
 

松
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴
会
 

献
本

あ
り
が

と
う
 

市
水
道
課
で

は
、
七
月
二
十

六
日
（
木

）
、

二
十
七

日
（
金
）
 

の
午
後
十
一
時
か

ら
翌
朝

二
時

ま
で
水
道
本
管
の
清

掃
を

行
い

ま
す
。
 

期
間
中
め
い
わ

く
を
お
か

け

し
ま
す
が
、

ご
協
力
下

さ
い
。
 

ロ
清
掃
完
了

後
も
濁

り
水
が

出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご

注
意
ド

さ
い
。
 

ロ
飲
料
水
等
は
、

溜
め
お

き
 

電
気
や
電
話
料
金

と
同
じ

く

水
道
料
金
も

ロ
座
振
替
が
で

き

ま
す
。
 

七
月
一
日
か

ら
市
内

の
七
和

農
協
を
除

く
各
農
協
の

本
・
支
 

所
と
嘉
瀬

農
協
毘
沙

門
支
所
、
 

郵
便
局
を

除
く
各
金

融
機
関
が

取
扱
店
と
し

て
指
定
さ
れ

ま
し

た

o
 

を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
清
掃
中
不

行
き

届
き

の
点

が
あ
り

ま
し
た

ら
元
町
浄

水
場
 

（
●
④
二
六
三
九

番
）
へ
ご

連

絡
下
さ
い
。
 

ロ
ロ
座
振
替
を
ご

希
望

の
方

は
、
利
用
し

て
い
る
金
融

機
関

か
市
水

道
課
へ
お
申

し
込
み

下

さ

い
。
 

手
続
き

は
、
最
近
の
水

道
料
 

金
領
収
書
、

預
金

涌
帳
と

届
出

印
、

収
入

印
紙

（
一
〇
〇
円

）
 

を
お
持
ち

に
な
る
だ

け
で
す
み

ま
す
。
 

手
続
き
は

簡
単
 

市
立
図
書

館
に

こ
の
ほ
ど
、
 

次
の
方
々
か
ら
貴
重

な
献
本
が

あ
り

ま
し

た
。
 

ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
す
。
 

松
林
昭
子
（
蓮

沼
）
、
平
山

栄
一

郎

（
湊
）
、
熊
谷
幸

治
、
 

山
谷
春

夫

（
以
上
末
広
町

）
、
 

成
田

連
治
（
旭

町

）
、
青
森
銀

行
五
所
川
原
支

店

（
本
町
）
、
 

南
小
学

校
、

陸
奥
印

刷
囲

（
大

町
）
、

前
田
静
子
（
布
屋
町

）
、
 

三
浦
定
吉

（
元
町
）
 

・
 

（
敬
称
略
）
 

ラ

イ
オ
ン
ズ

文

庫
 

百

十

六

冊
を

寄

贈
 

五
所
川
原
ラ

イ
オ

ン
ズ
ク

フ
 

松
島
町
老

人
ク

ラ
ブ
松
鶴
会
 

（
三
上
与
助
会

長
、
会
員
一

一

〇
人

）
は
六

月
二
十

八
日
、
寝

た
き
り
老
人
に
役
立
て

て
下
さ

い
と
お
し
め
五
十
枚
を
市
福
祉

事
務
所
に
託
し

ま
し
た
。
ー
写

真
井
 

女
性
会
員
が

古
着
等
を
持
ち

寄
り
、
 
一
週
間
が
か

り
で
作
っ

た
も

の
で
、
福
祉
事

務
所
で

は

特
別
養
護
老

人
ホ
ー

ム
等
の
寝

た
き
り
老
人
に
届
け
ま
し
た
。
 

ブ

（小
関
和
男
会
長

）
は
こ

の

ほ
ど
、
創
立
十

五
周
年
記
念
事

業
の

一
環
と
し

て
市
立
図

書
館

に
ラ
イ
オ
ン

ズ
文
庫
百
十
六
冊

と
書
架
二
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
o
 

東
奥
日
報
社
で
 

三
百
九
十
五
冊
寄
贈
 

東
奥

H
報
社
で

は
こ
の
ほ

ど
、
 

創
立
九

＋
周
年
を

記
念
し
、
市

立
図
書
館
に

図
書
三

百
九
十
五

冊
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
 

ご
利
用
下
さ

い
。
 

水
道
料
金
も
ロ
座
振
替
で
 



ロ料金 無料です。 

ロ最近新しい患者が発見されています。 

ロ16歳以上の方は、皆んなうけて下さい。 

ロレントゲン撮影は、着物を着たまま、20秒 

位で終ります。 

ロ配布された受診票に必要事項を記入のうえ持参して下さし、 

ロ新市内の地区では、血圧測定も行います。 

なお、都合のよい場所で受診して下さい。 

医
師
会

と
家

庭
を

結
ぶ
、
 

「
み
ん
な
の
健
康
教
室

」
が

次

の
日
程
で

開
か

れ
ま
す
。
 

今
回
の

テ
ー
マ
は
、
 
「下
痢
」
 

に
つ
い
て
で

す
。
 

ロ
と
き
 
八

月
一
一
十
四

目
 

（
金
）
午
後
一
時
か

ら
 

ロ

と
こ
ろ
 

産
経
会

館
四
階

ホ
ー
ル
 

主
催
 

北
五
医
師
会
・
五
所

川
原
市

民
保
健
協
議
会
 

年
賀

は
が
き

の
お
年
玉

賞
品

の
引
き
換

え
は

お
す
み
で

す
か
。
 

も
う
一

度
お

手

も
と
の
年

賀
は

が
き
を
お

確
め

ド
さ

い
。
 

当
せ
ん
番

号

は
次
の
と
お

り

で
す
。
 

乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程 

で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診さサるようにして下 

さし・。 

ロ受付時間 午後12時45分から1時30分まてニ 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中か、ほかの医療機関で健康診断 

を受けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 

4 月生まれの 
乳児 

8 月 8 日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
和
・
‘
 
 

5
4
 

手
 
年
“

呪
 
れ
 
の
 

 
8 月21日 “

 ・
  

1歳 6 カ月児 
昭和53年 

2「帯の 
8 月2&日 

お年玉の引換えは 

8 月 4 日までです 

下
痢
で
お
困
ま
り
の
方
へ
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

八
月
十
六
日

（木
）
 
 

九
月
十
三
日
（
木
）
 
 

九
月
十
二
日
（
水
）
 
 

八
月
十
五
日

（水
）
 
 

七
月
十
七
日
（
火
）
 
 

八
月
十
七
日
（
金
）
 
 

九
月
十
九
日

（
水
）
 
 

午
前
七
時
 

午 午
前
十
時
 

前 
十 
時 

陸
上
自
衛
隊
八
戸
 

駐
と
ん
地
 

陸
上
自
衛
隊
弘
鋤
と
ん
地
 

陸

L
自
衛
隊
青
森
 

駐
と
ん
地
 

広
報

紙
の

早
期
配

布
に
ご
協
力

下
さ

い
 

詳
し

く
は
、

自
衛
隊
青
森

地
方

連
絡
部
五
所

川
原
募

集
事
務

所
（
胃

⑤
二
三

〇
五
番

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

狼
野

長

根

公
園

入
 

口
に
バ

ス
停
設

置
 

七
月
一
日
か

ら
狼
野
長
根
公
 

園
入
口
に
弘
南

バ
ス
停

留
所
 

（
青
森
線
）
が
設
け
ら
れ

ま
し
 

た
。
 

ご
利
用
下

さ
い
。
 

二
等
陸

・
海

・
空
士
の
自
衛
官
を

募
集
 

ロ
募
集
期
問
 

L
月
一
日

i
九
月
三
十
日
 
“

・

試
験
期
日
、

試
験
場
は

次
の
と
お

り
で
す
。
 

（第3 種郵便物認可〕 	 広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）7 月15日（451号）⑧ 

みんなで結核検診をうけましよう 

地区名 月 	日 場 	 所 時 	 間 

漆 関 	原 	商 	店 	前 午前 9 】30-i0 】00 
吹 	畑 松 	島 	支 	所 	前 , 	iO:10-i0:40 
米 	田 安 田 俊 夫 宅 前 ク 	10:50-41:20 
悪 	戸 8 月1日 高橋佐 左 エ 門宅 前 ii: 30-12 : 00 
宮 	田 困 渋 谷 六 郎 宅 前 午後 1:10- 1:30 
川代田 工 藤 寿 男 宅 前 ク 	1:40- 	2:10 
金 	山 金 山 児 童 館 前 ク 	2:20- 2:50 

ッ 谷 坂 本 甚 作 宅 前 午前 9:30- 9:50 
猫 	測 猫 測 集 会 所 前 ク 	10 : 00-10 :20 
姥 	芯 姥 芯 集 会 所 前 ク 	10:30-ii:00 
稲 	実 消 	防 	屯 	所 	前 ク 	II :io-li :50 
広 	田 8 月 2 日 一 戸 淳 一 宅 前 午後 1:00- 1:30 

ク 困 鹿 内 昭 一 郎 宅 前 ク 	i:40-2:00 
七 ッ 舘 白 戸 義 勝 宅 前 ク 	2:10- 2:30 
浅 	井 秋 田 重 勝 宅 前 ク 	2:40- 3:00 
みどり町 コミニュテイーセンター前 ク 	3:10- 3:40 

石
一
一
唐
水

富
梅
 

中
 

岡
柳
柳

尾
析

田
 
泉
 

本
笠

野
 
ク
 

寺 	田 	勇 	宅 	前 午前 9 】30-b0 】00 
寺 田 惣 吉 宅 前 10 : lO-lO : 30 
小 山 内 光 春 宅 前 10 : 40-li :10 

8 月 3 日 水 野 尾 集 会 所 前 ク 	ii :20-12:00 
岡 太 田 寛 蔵 宅 前

成 田 理 容 所 前 

午後 1:10- 1】30 
1: 40- 2 :10 

梅 	沢 	支 	所 	前 2 】20- 2 】 50 
中 泉 集 会 所 前 ク 	3:00- 3:40 

， 	 ※上記以外の地区は 8 月巧日号の広報【ー  掲載いたしますのでご注意下さしユ。 

昭和54年お年玉当せん番号 

等 級 賞 	品 組 番 	 号 

1
 
等
  

A 	組 055232 
ラジオっき 

各共
 
組
 
通
 

 

152253 

テレビ 274077 
887328 

2
等
  

。
一
 
、
 

 ケ
カ
 
ッ

メ
 

Lー
一
フ
 

 

A 	組 下 5 ケタ 	23887 
各組共通 下5 ケタ 	60172 

3
等
 

各 	組 下3 ケタ 	228 
手紙セット 

764 共通 

4
 等
 

各
共
 
組
 
通
 

下 2 ケタ 	13 
お 年 玉 

44 
切手シ―ト 

81 

※引換期間 2 月 5 日～ 8 月 4 日 

※ 3 等及び 4 等のお年玉は、ご希望があれば年賀はがきのくじ 

番号部分を切り取らないで受領証でお渡しすることもできます。 

詳しいことは窓口でおたずね下さい。 

五所川原郵便局 
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